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市
民
が
主
体
の

国
際
交
流
を

宇
治
市
国
際
親
善
協
会
の
設
立
総
会
が
三
月
二
十
八
日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
ス
リ

ラ
ン
カ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
お
よ
び
中
国
・
咸
陽
市
と
の

友
好
都
市
提
携
を
契
機
に
、
市
民
の
国
際
感
覚
を
深
め
る

と
共
に
、
親
善
交
流
の
促
進
を
目
指
す
も
の
で
す
。
総
会

で
は
、
規
約
や
役
員
の
選
出
、
そ
し
て
親
善
交
流
の
基
本

と
な
る
基
本
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。
協
会
で
は
、
広

く
市
民
の
入
会
を
募
っ
て
い
ま
す
。
・

一 一 一 一

1
設
立
総
会
で
就
任

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
・

る
谷
岡
会
長
・

牢
治
市
国
際
親
善
協
会
の
設
立

総
会
は
、
三
月
二
十
八
日
午
後
二

時
か
ら
、
中
央
公
民
館
展
示
集
会

室
で
各
界
代
表
や
市
民
ら
百
三
十

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
発
起
人
代
表
の
笠

嶋
教
瑞
歪
早
年
健
全
育
成
協
議

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
前
川
桂
子
市

婦
人
会
連
絡
協
議
会
長
の
設
立
趣

意
説
明
の
φ
と
、
池
本
正
夫
牢
治

市
長
が
「
昨
年
は
、
市
民
の
盛
肛
上

が
り
の
中
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
お
よ
び
中
国
の
咸

陽
市
と
友
好
都
市
の
提
携
か
結
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
友
好
交
流

の
主
体
は
、
市
民
同
士
で
行
う
こ

と
が
望
ま
し
ぐ
、
市
と
し
て
も
積

極
的
に
応
援
し
て
行
き
た
い
」
と

祝
辞
か
述
べ
ま
し
た
。

役
員
選
出
で
は
、
名
誉
会
長
に

池
本
正
夫
宇
治
市
長
、
会
長
に
谷

岡
武
雄
立
命
館
大
学
総
長
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
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基
本
事
業
計
画
で
は
、
宇
治
市

と
外
国
都
市
と
の
親
善
交
流

に
対
す
る
協
力
と
参
加
、
児

四
丿
一

牛
狸
間
の
絵
画
な
ど
の
交
換
、
市

民
親
善
使
節
の
派
遣
、
外
国
都
市

か
ら
の
来
訪
者
の
歓
迎
、
会
報
の

発
行
、
各
種
講
演
会
・
研
究
会
の

開
催
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

会
員
を
募
っ
て
い
ま
す

国
際
親
善
協
心
一
で
は
、
ス
リ
ラ

ン
カ
民
主
社
会
主
義
共
和
国
の
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
お
よ
び
中
華
人
民

共
和
国
の
咸
陽
市
と
の
友
好
都
市

提
携
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
国

際
感
覚
を
深
め
、
文
化
・
教
育
・

産
業
な
ど
を
通
じ
て
外
国
都
市
と

の
親
善
交
流
の
促
進
を
目
的
と
し

て
い
未
丁
。

親
善
交
流
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
、
本
年
度
は
ヌ
ワ
ラ
エ

を
始
め
多
く
の
事
業
を
計
画
し
て

い
毒
ｙ
。

国
際
親
善
協
会
で
は
、
広
く
市

民
の
入
会
か
寡
っ
て
い
康
司

〈
年
会
費
〉

個
人
＝
二
千
円
（
在
学
中
千
円
）

団
体
＝
五
千
円

法
人
＝
一
万
円
以
上

な
お
、
問
い
合
わ
せ
・
串
し
込

み
な
ど
詳
し
ぐ
は
市
役
所
秘
書
課

（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

（
秘
書
課
）
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・

｜●・咸陽市との友好都

｜市調印を終え、永遠

い

｜の7月24日）

税収納システムが稼働

納税証明も即時交付

市
で
は
、
効
率
的
な
行
政
運

営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
、
行
政
Ｏ
Ａ
化
か
計

画
的
に
進
め
て
い
未
了
。

四
月
か
輝
謐
Ｏ
Ａ
化
の
一

つ
と
し
て
、
税
収
納
シ
ス
テ
ム

が
稼
働
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
税
の
収

納
業
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

処
理
し
、
計
算
セ
ン
タ
ー
と
市

役
所
の
端
末
機
と
を
通
信
回
線

で
結
び
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る

も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
税
の
収
納

業
務
が
大
幅
に
省
力
化
出
来
る

と
共
に
、
前
月
ま
で
の
収
納
状

況
が
即
時
に
照
会
出
来
ま
ず
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
納
税

証
明
書
が
即
時
に
交
付
出
来
る

な
ど
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

化
が
図
Ｇ
れ
て
い
康
ｙ
。（

納
税
課
）

▲市民サービスの｜

向上へ、≒ＯＡ化の｜

ＳＩ1進り収納業務｜

春
の
一
日
、
の
ん
び
り
歩
こ

う
青
空
の
下
を
Ｉ
。

わ
が
ま
ち
で
家
族
そ
ろ
っ
て

ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

〈
大
吉
山
コ
ー
ス
〉

｀
－
家
族
・
一
般
向
け
Ｉ

宇
治
橋
－
（
平
地
Ｏ
・
7
に
朋
）

－
宇
治
神
社
よ
Ｏ
・
2
に
ｍ
）
－

大
吉
山
登
り
ロ
ー
（
上
り
Ｏ
・

8
に
ｍ
）
－
大
吉
山
展
望
否
－
（
下

り
Ｏ
・
6
に
ｍ
）
－
興
聖
辰
－

（
平
地
Ｏ
・
6
に
ｍ
）
－
宇
治
橋

〔
徒
歩
約
一
時
間
〕

宇
治
橋
東
詰
の
朝
霧
商
店
街

の
途
中
に
橋
寺
が
あ
る
。
こ
の

寺
は
、
宇
治
橋
架
橋
の
由
来
を

記
し
た
断
碑
で
有
名
。

▲水飲み場も備えられた頂上展望台（大吉山）

そ
こ
か
ら
少
に
巣
へ
歩
く
と

り
ｇ
ａ
｀
い
‘
ｚ
‐
一
ｉ
丑
‘
応
神
天
皇
の
皇
子
貧
道
稚
郎
子

の
宮
跡
と
伝
え
Ｇ
れ
る
宇
治
神

社
が
あ
る
。
そ
の
奥
に
現
存
す

る
神
社
建
築
中
最
古
の
宇
治
上

神
社
（
本
・
拝
殿
が
国
宝
）
が
美

し
い
。東

海
自
然
歩
道
の
標
識
を
見

っ
け
な
が
硲
竹
ぐ
と
、
大
吉
山

の
登
り
ロ
。
ゆ
る
や
か
な
坂
を

歩
き
始
め
る
と
、
道
沿
い
に

山
吹
き
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
気

が
付
ぐ
と
頂
上
の
展
望
に
着

い
て
い
る
。
静
か
に
宇
治
川
一

帯
の
貴
族
別
業
の
地
を
眺
め

る
に
は
絶
好
の
場
所
で
あ
る
。
‘

少
し
ゅ
う
く
り
し
て
か
ら
、

興
聖
寺
に
向
か
お
う
。
興
聖
寺

は
道
元
禅
師
の
開
基
。
静
か
な

曹
洞
禅
境
は
つ
つ
じ
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
川
辺
り
か

ら
山
門
ま
で
続
く
掃
坂
の
山

吹
き
”
も
名
高
い
。

713

宇治市国際親善協会が発足

4
月
1
2
怜
（
日
）
府
Ｂ
議
会
議
員
選
挙

4
月
2
6
日
（
日
）
市
議
会

議
員
選
挙

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

ち
ょ
っ
と出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か

4／11

つ緊？し2汗△
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食生活改善推進員「若葉の会」

三
年
目
を
迎
え
た
「
若
葉
の
会
」
。
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
食
生
活
や
健
康
問
題
を

考
え
、
正
し
い
食
生
活
の
普
及
・
向
上
の
た

め
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
学
習
会
を
開
く
な

ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
食
生
活
改
善
推
進
員
「
若
葉

の
今
は
、
栄
養
教
室
修
了
生
を

会
員
と
す
る
食
生
活
改
善
の
ボ
ラ

と
て
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
今
年
で

三
年
目
か
迎
え
ま
す
。

「
若
葉
の
今
は
、
一
年
間
に

わ
た
る
栄
養
教
室
で
学
び
得
た
技

術
や
知
識
を
、
自
分
の
家
庭
に
と

ど
ま
ら
ず
、
近
所
や
地
域
に
広
め
、

地
域
の
健
辰
っ
く
り
を
推
進
し
て

行
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
血
圧
相
談
、
離

乳
食
教
室
、
高
齢
者
健
康
教
室
、
中

年
か
ら
の
健
康
教
室
、
減
塩
梅
干

し
づ
く
り
講
習
会
な
ど
、
各
種
健

康
教
室
へ
の
参
加
者
に
食
生
活
改

善
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
地
域
の
皆

さ
ん
へ
の
食
生
活
改
善
の
援
助
な

ど
、
市
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
も
お

こ
た
え
し
て
、
ご
希
望
邸
あ
れ
ば

食
生
活
改
善
の
学
習
会
や
講
習
会

な
ど
、
積
極
的
に
地
域
に
出
向
い

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
食
生
活
の
こ

と
は
、
地
域
の
推
進
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
？
は

保
健
予
防
課
（
酋
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ト
消
費
生
活
展
で

受講生ノを募集

昭
和
六
十
二
年
度
の
栄
養
教
室

の
受
講
生
か
募
集
に
ま
す
。
意
欲

の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
ぐ
だ

さ
い
。

▼
対
象
…
自
ら
推
進
員
と
な
っ

て
地
域
の
食
生
活
改
善
に
積
極
的

昭和62年度栄養教室日程表

回 月日 時間 内容
午前 午後

1 4／28（火）午前10時～正午開講式記念講演 ／
2 5／14困午前10時～午後3時季節の献立 健康づくりの三本柱（増進車）

3 6／23（幻午前9時半～午後3時減塩梅干しづくり栄養の基礎Ｉ

4 7／8團午前10時～午後3時食品と調理、 栄養の基礎ＩＩ，

5 7／21（火）午前ＩＯ時～午後3時食品と調理 食品衛生Ｉ

6 9／2困午前10時～午後3時栄養計算 食品衛生ＩＩ

7 9／25吻午前10時～午後3時食事診断 日常の食生活Ｉ

8 10／20（■ａ午後1時～午後4時／ 病態別食生活

9 11／6吻午後1時～午後4時／ 病態別食生活

10 11／26困午前10時～午後3時献立のたて方クリスマス献立日常の食生活11

11 12／18閉午前10時～午後3時正月料理 年代別食生活Ｉ

12 1／26｛火午前10時～午後3時うす味凋理 年代別食生活ＩＩ

13 2／23肉午前10時～午後3時バーディ献立´ 組織づくりと進め方

14 3／24（昶午前1ＯＩ1＃～正午閉講式記念講演／

に
取
り
組
む
暦
翠
痔
も
、
ボ
ラ

ン
テ
″
ア
活
動
を
行
う
熱
意
の

あ
る
婦
人
▼
日
程
と
内
容
・
：
右
表

▼
会
場
・
・
・
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
、

総
合
福
祉
会
館
、
宇
治
保
健
所
▼

募
集
人
数
・
：
3
5
人
（
応
募
者
多
数

の
握
ぼ
地
域
別
に
抽
選
）
▼
受

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活

近
年
、
私
た
ち
の
食
生
活
は
豊

か
に
な
り
、
お
金
を
出
せ
ば
、
食

べ
た
い
物
は
何
で
も
手
に
入
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
ラ
な
時
代
に
、
栄
養
の

知
識
を
痔
た
ず
し
好
本
位
の
食
生

活
を
し
て
い
る
と
、
健
康
障
害
や

既
人
病
に
な
り
や
す
い
食
習
慣
に

陥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

物
の
豊
富
な
時
代
こ
そ
、
栄
養

知
識
を
生
か
し
て
、
豊
富
な
食
品

の
中
か
ら
い
か
に
選
択
し
、
い
か

に
組
灸
易
せ
て
食
べ
る
か
の
食

生
活
設
計
が
必
要
で
す
。
’

健
夙
つ
く
り
の
た
め
の
食
生
活

で
は
、
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま
し

①
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
塩
分
の
取
り
す
ぎ
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

③
手
作
ひ
料
理
で
食
卓
を
家
族

の
触
れ
合
い
の
場
に
し
ま
し
ょ
う
。

講
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
…
4
月

1
1
一
日
出
～
1
5
日
南
の
間
に
保
健
予

防
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話

か
来
庁
で
。

開
講
期
間
は
、
4
月
か
息
〈
十

三
年
三
月
ま
で
の
間
で
十
七
回
、

約
六
十
時
間
で
す
。
四
十
時
間
以

※上記に加え、市主催の健康教室（中年からの健康

教室）を日程に組み入れています。

上
を
受
講
し
た
人
に
は
、
京
都
府

知
事
の
修
了
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
「
若

葉
の
会
」
に
入
会
し
、
食
生
活
改

善
推
進
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
保
健
予
防
課
・
宇
治
保
健
所
）

ビタミン、ミネラル

の給源（とくにビタ
ミンＣの玲剛’

次の項目タ）うち、該当するものニ昌

十に○をうけてください…………………

1。朝食は毎日きーちんｊと食べていますかト

2．食事はいつも腹八分目、味は薄目を心掛けて

ぃますか＼

3ト食事をするとき、食品の組み合わせを考えて

食べてぃますか

4．にんじん4ほうれん草など、緑や黄色の野菜

を毎日食べてぃますか

5．淡色野菜やくだものは毎日食べてぃますか

6．動物性脂肪はおさえてぃますか上

7．魚、大豆製品などの良質のたんぱく質食品を

・食べるようにしていますか

8．牛乳は毎日飲んでいますか

9．こんぷ、わかめ、のりなど海草類を毎日食べ

‥るようにしてぃますか

10．植物油を使った料理を毎日食べますか

ビタミン、ミネラル
の給ｉＳ（とくにカロ

チンの綸ｓ．）

ｉ～咽・・・たいへんよい

7～8個…よい

5～6個…少し注意がｉ凄

5個未満…問題あり、‥もう一度食生活の点検を

○
印
の
数

－
－
－
－
採
点
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今
年
新
た
に
「
若
葉
の
会
」
に
入
会
さ
れ
た
人
に
、

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
の
抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
と

共
に
学
び
な
が
ら

池
田
令
子
さ
ん

明
る
い
家
庭
は
一
家
の
主
婦
の

健
康
か
ら
。
一
年
間
栄
養
教
室
で

皆
さ
ん
と
勉
強
し
、
心
身
の
健
康

に
と
っ
て
い
か
に
食
事
が
大
切
か

が
よ
ぐ
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
家
事
と
そ
の
基
盤

一
ｌ
夥

゛
心
嫉
Ｉ
一
’
¨
溺
…
…
＾
。

‘ …
一
‘
匹
ｙ
゛
一
～
’
ｒ
‘

減
塩
と
六
つ
の
基
礎
食
品
…
と

て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
我
が

家
の
台
所
に
六
つ
の
基
礎
食
品
の

表
を
張
り
、
家
族
み
ん
な
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
が
日
課
に
。
少
1
予

つ
効
果
が
表
わ
れ
て
来
て
い
る
よ

う
で
す
。

ふ
築
は
、
手
作
り
の
料
理
を
ご

近
所
の
人
に
食
べ
て
い
た
だ
い
た

り
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
も
学

ん
だ
こ
と
を
お
話
し
し
て
行
き
た

い
で
1
ね
。
、

「若葉の会」に新入会の食生活改善推進員の皆さん

氏名 住・所 電話

山岸由子 小倉町西山41高見台ハイツ201号20－1862

松本・富代小倉町西浦33－21 23－2290

中司帛代 小倉町久保39 21－4089

寺本真知子小倉町南堀池85－11 20－4324
内田町子 小倉町南浦18－6 23－1420

高山千代子伊勢．田町遊田12－127 22－6089

浜岡澄子 伊勢田町大谷49－12 43－3140

綾善江 伊勢田町新中ノ荒7 43－1952

門井美郁子開町47－15 43－5643

加美温子 南陵町1丁目1－156 22一5896

池田令子 広野町寺山17－290 41－7492

近田麗子 広野町宮谷34－104 43－3163

中塚政代 広野町尖山2－36 43－6228

富永豊子 広野町小根尾108の26 22－8357

小管早苗 大久保町平盛22の9 44－6344

末次正子 大久保町旦椋76－1府営住宅20棟30ｉ 44－2836

水江和代 神明石塚54－240 24－3146

青木敦子 菟道出口30－92 23－1338
後藤美和子羽拍子1丁目5－51 33－1206

伊藤晶子 宇治米阪19の5 23－3773

松本っぎ代宇治東山8 23－6337

松原京子 宇治野神1－169 24－3253

木村清子 琵琶台2丁目3－2 23－3048

｜原満子 横島町本屋敷40－1グ｜卜ンタウン7－62420－4517

池谷倶子 横島町南落合1の23 22－6354
藤田ュウ子六地蔵徳永9－31 32－0355

小川土海 木幡平尾28－360 32－0006

南谷登美子木幡南山85－5 32－2277

荒川幸子 木幡御蔵山39－478 32－2012

督佳代 五ヶ庄京大宿舎554 32－5961

嶋洋子 五ヶ庄雲雀島5－30 33－0125
小畑智恵子明星町2丁目6－168 23－9628

6つの基礎食品を毎日の食卓に

昭和62年度栄養教室

食
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

地域の健康づくりに

活躍

気
軽
に
ご
相
談
を

六
つ
の
基
礎
食
品

家
族
で
チ
ェ
ッ
ク

食生活のチェッ

クポイント
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今後、各種調査などで活躍

昭和62年度宇治市消費生活モニター（敬称略）

氏名 住所 電話番号

土田雅子 木幡御蔵山39－1150 32－0041

新村富子 木幡南山9－131 32－9553

谷内恵子 五ヶ庄福角50－46 32－0669

竹家和子 五ヶ庄酉ＩＩ｜原32－8ュニライフ宇治Ａ－30132－7738

加藤昭江．五ヶ庄西川原32－8ュニライフ宇治Ｃ－ｍ 32－4625

山田晴美 宇治半白73－24 22－8975

高田しげ子宇治東山61－2 24－5256

高演紀代子折居台3丁目2－40 23－7149

五十嵐美雪琵琶台2丁目16－13 20－2826

武田富代 横島町中川原146字治おぐら住宅5－203 23－6119

三宅泰子 小倉町南堀池80－179 23－9611

寺本匯知子小倉町南堀池85－11 20－4324

塚本孝子 小倉町南堀池35－24 23－0516

水本夕紀子小倉町西浦95－12， 20－4015

高畑啓子 伊勢田町南迫田32－67 20－1132

弓指文子 伊勢田町井尻69－13 44－7658

吉田富代 伊勢田町中ノ田37－152 43－9686

横井礼子 広野町新成田100－63 43－7641

横田畔子 大久保町旦椋131－1西大久保団地ト301 44－0231

麻生乃婦子大久保町山ノ内70－2 43－3443

藤井典子 大久保町北ノ山14－16 44－0631

木守洋子 広野町宮谷35－61 44－4134

鍛治裕子 広野町寺山17－142 43－2904

伊藤佳代 広野町小根尾18－5 22－2248

昭
和
六
十
二
年
度
宇
治
市
消
費

’
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
二
十
四
人
が
、

こ
の
程
決
ま
り
ま
し
た
。
ｊ

’
。
こ
の
制
度
は
、
モ
ニ
タ
ー
が
消

費
者
の
立
場
で
、
意
見
や
要
望
・

苦
情
な
ど
生
活
の
実
態
を
市
に

報
告
。
市
は
そ
れ
ら
を
市
民
生

サ
″
カ
ー
ダ
薬
し
く
見
る
た

め
に
、
前
回
に
引
き
続
き
反
則

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、

オ
フ
サ
イ
ド
に
つ
い
て
お
話
し

に
歪
し
ょ
う
。

サ
ッ
カ
ー
競
技
規
則
は
、
す

べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
も
最

も
簡
単
で
分
か
り
や
す
い
ル
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

オ
フ
サ
イ
ド
の
ル
ー
ル
だ
け
が

少
し
複
雑
で
す
。

〈
オ
フ
サ
イ
ド
と
は
〉

ゴ
ー
ル
前
の
攻
防
で
、
「
見

活
向
上
の
た
め
の
行
政
を
進
め
る

上
で
の
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

消
費
生
活
は
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
は
切
り
離
ず
こ
と
の
出
来
な

い
衣
食
住
を
は
じ
め
、
健
康
や
契

約
な
ど
全
て
の
生
活
分
野
と
か
か

わ
る
も
の
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
、

▲試買調査め結果発表会ｔ熱心

ニに討議∇（61年9月・11日）‥

で
す
。

た
だ
し
、
自
分
と
相
手
ゴ
ー

ル
と
の
間
に
相
手
側
が
二
人
以

上
（
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
も
含
め

る
）
い
れ
ば
反
則
で
は
な
く
、

一
人
し
か
い
な
い
場
合
に
だ
け

反
則
と
な
り
ま
す
（
図
3
・
4

参
照
）
。

日
常
の
買
い
物
、
契
約
な
ど
で
感

じ
た
こ
と
を
行
政
に
連
絡
し
て
い

た
だ
い
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

物
価
調
査
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
モ
ニ

タ
ー
か
ら
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
時

に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
商
工
観
光
課
）

お
知
ら
せ

母
子
家
庭
に
奨
学
金

毎
年
度
申
請
を

・
府
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
母

Ｉ
ル
を
直
接
受

け
よ
う
と
す
る

場
合
で
も
、
い

ず
れ
も
オ
フ
サ
ぶ

イ
ｙ
に
は
な
り
七
丿

ま
せ
ん
。
Ｊ
．
。

以
上
、
サ
ス
フ

カ
ー
の
レ
ー
レ
｛
オ
ノ
ノ
’

オ
フ
サ
イ
ド

ま
た
、
ハ
ー
フ
ウ
ェ
イ
ラ
イ

ン
か
越
え
な
い
場
合
、
最
後
の

ボ
ー
ル
タ
″
チ
者
が
相
手
側
で

あ
っ
た
時
、
あ
る
い
は
最
後
の
’

プ
レ
ー
者
が
本
人
自
身
の
時
、

ゴ
ー
ル
キ
ッ
ク
、
コ
ー
ナ
ー
千

に
つ
い
て
主
な
乙

項
目
蛮
萌
し

1
1
1

1

ま
し
た
。
次
回

か
ら
は
、
ソ
フ
ー

ツ．コン

ス

ノ

1Λ

スキ量

1

丿｜

夕二丿

士］∠ノタ

宗ｊブ

⌒明1裸

セブ

事

ｌ

ダ
曹……不ｉ

ｙ＊

．ｌ・

●・・・・ト

＼ル

‥Ｉ……

…

レ

■

■
■■

■

■

■■

●．

｜・1

ユ

ｊ：

ド
ボ
ー
ル
の
説
‘

明
を
し
ま
す
。
～

■ － － － ■ ■ － － － － ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ・ 響 辱 尋 9 ・ Ｓ － ・ － － Ｗ ■

オ プ ・ サ イ ド （ 反 則 に な る ）

． ．

ゴ ー ル

・ ．

歴
史
サ
ロ
ン

仏
と
神
の
国
ス
リ
ラ
ン
カ

本
市
と
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ

エ
リ
ヤ
市
の
友
好
都
市
盟
約
締
結

一
1
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
第
五
回
歴
史
サ
ロ
ン
で

子
家
庭
奨
学
金
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ホ
ヂ
。

▼
対
寧
：
乳
幼
児
か
ら
高
校
生

ま
で
（
た
だ
し
既
に
京
都
府
の
他

の
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
人
は
除

く
）
▼
支
給
額
（
年
額
）
・
・
・
乳
幼
児

―
八
千
円
、
小
学
生
上
万
五
千

円
、
中
学
生
＝
三
万
円
、
高
校
生
＝

四
万
五
千
円
▼
申
請
・
：
福
祉
課
所

定
の
申
請
用
紙
で
福
祉
課
へ
。
4

月
1
日
現
在
で
母
子
家
庭
の
人
は
、

5
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
4
月
2
日
以
降
母
子
家

庭
に
な
っ
た
人
、
あ
る
い
は
6
月

1
日
以
降
に
申
請
し
た
人
は
、
申

請
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で

す
。
昨
年
度
受
け
て
い
た
人
も
新

た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

’
・
（
福
祉
課
）
’

1
攻
め
る

○守る選手

図 上 3 ＝ ’

皿 － ｌ ｆ ・ － － Ｓ ・ ㎜ ・ ・ － ㎜ ㎜ － － ㎜ － ㎜ － ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

＠レ攻める誕手ｊ

Ｏ守るく選手し

∧図4

は
、
「
仏
と
神
の
国
ス
リ
ラ
ン
カ
」

と
題
し
、
仏
教
と
ヒ
ン
ズ
ー
教
の

織
り
な
す
世
界
を
、
ス
ラ
イ
ド
と

お
話
で
学
び
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
4
月
2
6
日
囲
、
午
後

2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
会
議
室
▼
申
し
込
み
・
：
歴
史

資
料
館
（
容
⑩
1
3
1
1
）
へ
電

話
で
。
（
歴
史
資
料
館
）

記
念
日
と
生
活
講
座

－
図
書
館
記
念
日
－

今
回
は
、
四
月
三
十
日
の
図
書

館
記
念
日
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
と
き
・
｀
：
4
月
2
4
日
吻
、
午
前

1
0
時
人
‥
Ｊ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野

日
で
も
可
。
、
）
（
広
野
公
民
館
）
。

、
市
政
概
要
講
座

～
暮
ら
し
の
中
の
市
政
～

昭
和
二
土
八
年
に
市
制
施
行
七

れ
た
本
市
は
、
当
時
人
口
約
三
「

低
所
得
者
世
帯
、
。
生
碧

帯
の
上
・
下
水
道
料
金
の
‘

軽
減
す
る
た
め
、
低
所
堡

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
ず
。

六
十
二
年
度
の
認
定
基
濫

の
と
お
り
で
す
。
該
当
畜

2Ａ

おねがい

り－－＞

人
。
現
在
で
は
、
土
〈
万
九
千
〈

を
超
え
る
府
南
部
中
核
都
市
に
な

り
ま
し
た
。
住
民
の
自
治
意
識
が

高
ま
る
中
で
、
市
政
に
対
す
る
理

解
、
住
民
と
行
政
相
互
の
連
帯
を

創
造
す
る
場
と
し
て
、
市
政
概
要

講
座
を
開
設
し
ま
す
。
開
設
期
間

は
四
月
か
ら
昭
和
六
十
三
年
二
月

ま
で
の
毎
月
一
回
。
日
程
な
ど
は

そ
の
都
度
「
市
政
だ
よ
り
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
4
月
1
7
日
廊
、
午
前

1
0
時
人
1
1
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野

公
民
館
▼
内
容
…
市
政
の
歩
み
▼

講
師
：
市
企
図
管
理
部
計
画
推
進

室
職
員
▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
人

▼
参
加
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問

六
十
一
年
中
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類
（
源
泉
徴
収
｀
男
各
年
金
受

給
証
書
、
ま
た
は
民
生
委
員
が
証

明
す
る
無
職
無
収
入
証
明
書
な
ど
）

か
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

叟
醤
は
水
道
部
営
業
課
に
あ
り

ま
す
。

（
水
道
部
営
業
課
）

1，459，000円4人

1，459，000円に

4人を超える1人に

付き365，000円を

加算した額

5人

以上

散歩中の犬のフンは、家に持ち帰

り道路を美しくしましょう・。

レ道路課

硬
式
テ
ニ
ス

選
手
曜
大
会

－

硬式テニス選手権大会の日程表

5月10日5月17日5月24日 参加料

男・女（片雲）
○ ○

円3，000

シ影ね ○ ○
円2．000

占吉

（45歳以上）
○

円3，000

” 〃 ・ ・ 〃

市
ボ
ラ
ン
テ
・
ｖ
ア
活
動
損
害

補
償
保
険
の
更
新
、
新
規
申
し

込
み
の
団
体
を
受
け
付
け
毒
Ｔ
。

こ
の
保
険
制
度
は
、
社
会
教

育
団
体
な
ど
の
責
任
者
、
指
導

者
が
、
そ
の
活
動
中
に
行
事
参

加
者
な
ど
第
三
者
の
身
体
、
財

社
会
教
育
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
ー

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
、
｀
青

少
年
健
全
育
成
団
体
、
子
ど
も
・

学
習
・
研
究
の
た
め
の
文
化
サ

ー
ク
ル
、
福
祉
団
体
な
ど
。

た
だ
し
、
団
体
活
動
中
で
集

合
地
か
ら
解
散
地
ま
で
の
間
に

起
き
た
事
故
に
限
ら
れ
ま
す
。

《
内
容

責
任
者
や
指
導
者
が
法
律
上
の

賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
適

用
（
傷
害
保
険
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）
。
補
償
限
度
額
は
、
対
人

賠
償
―
人
互
一
千
万
円
、
1
事

故
＝
五
千
万
円
、
財
物
賠
償
＝

二
百
万
円
。
免
責
額
は
一
万
円

《
有
効
期
間
）

認
定
を
受
け
て
か
ら
昭
和
6
3

年
4
月
1
日
午
後
4
時
ま
で
。

《
申
し
込
み
）

団
体
の
代
表
者
が
、
。
団
体
活

動
に
関
係
が
あ
る
市
役
所
の
課

物
に
損
害
を
与
え
た
場
合
の
賠
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
を
し
て

償
責
任
を
補
償
す
る
た
め
設
置
く
だ
さ
い
（
更
新
の
場
合
も
改

し
て
い
未
丁
。

（
対
象
》

］
問
題
な
ど
、
市
民
参
貨
解
決
い
お
せ
く
だ
さ
い
。
一

］
を
目
指
す
組
織
が
ま
す
ま
す
重
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

仁
！
’
‘
Ｅ
‐
’
‘
、
“
’
！
。
！
ト
゛
＾
ｉ
‘
”
’
！
‘
；
一
’
“
；
｀
‘
Ｌ

社
会
摺
協
議
会
は
、
地
域

内
の
諸
団
体
が
集
ま
っ
て
市
民

の
福
祉
と
健
康
を
高
め
、
福
祉

の
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

市
民
主
体
の
組
織
で
す
。

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
共
に
、

寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
な
ど
の
生
活
、
介
護
問

題
、
障
害
（
児
）
者
の
地
域
生
活

で
の
諸
問
題
、
ま
た
家
庭
問
題

や
子
μ
石
を
巡
る
地
域
環
境
の

問
題
な
ど
、
市
民
参
加
で
解
決

め
て
必
要
）
。

‘
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

要
と
な
っ
て
来
未
了
。
こ
う
し

た
中
で
宇
治
市
社
協
が
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
中
核
と
し
て
活

動
出
来
る
ぷ
っ
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
毒
ｙ
。
一

〔
会
費
（
年
額
）
〕
一

Ｏ
一
般
会
最
上
口
五
百
円
一

Ｏ
賛
兜
肩
上
口
千
円
Ｏ
特

別
会
員
上
［
二
万
円
。

詳
し
ぐ
は
社
会
福
祉
協
翌
六

（
酋
⑩
5
6
5
0
）
ま
で
お
問

市
政
の
最
新
情
報
お
届
け
し
ま
す
。
宇
治
市
政
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
2
0
0
1
0
0

715

所得金額（年額）

ト630。000円し士人

加入団体を募集

低
所
得
者
世
帯
の
上
・
下
水
道
料
金
を
軽
減

肺
ガ
ン
検
診
を
新
た
に
実
施
（
4
月
1
3
日

か
ら
4
0
歳
以
上
が
対
象
）

問
合
せ
　
保
健
予
防
課
電
話
2
2
3
1
4
1

へ

市
民
参
加
で
福
祉
の
町
を
社
協
会
員
を
募
集

国
体
豆
知
識

上・下水道料金低所得者用認定基準額表

競技の見方

サッカー

消費生活モニター決まる

硬式テニス選手権大会の日程表
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

記
念
日
と
生
活
講
座

－
図
書
館
記
念
日
－

ボランティア保険，
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みんなめ力で成功させよう

この程、市民スポーツ教室・ひろば、各種スポーツ大会の日程

昭和2年度）が決定。教室は2教室（9種目）、ひろぱは7地域で

開催します。あなたも自分に適したスポーツを始めて、体力の向

上に努めましよう。更に多＜の皆さんの参加で、一年後に迫った京

都国体への気運も盛り上げましよう。申し込みなど詳しくは、実施

日が近付いたら「市政だより」でお知二＋

6臨4ム］函）ニ：

參

しっふｊ・！？Ｓ、、、

い
ま
健
康
が
ま
ぶ
し
い
！

昭和62年度・市民スポーツひろば予定表（費用は無料、

参加自由

▲バレーボール教室

4／19（｜｜）

5／10（1Ｉ）

6／28（日）

6／7（ＩＩ）

8／・2～4

8／8～9

9／6（日）

9／20～23

10／10（11）

10／接目）

10／25～30

ｎ／1（11）

11／8（目）

ｌｌ／21（｜ｊ

～2伽

12／6（ＩＩ）

63年

1／10（1Ｉ）

1／31（ｌＩ）

2月上旬

2月上旬

2／28（丿）

3月下旬

体力テスト判定貝養成講習会

（中央公民館）

第25回オリエンテーリング大会

／几（太陽が丘）

市民潮干狩り．

……（三重県津市）

第11回障害者スポーツ大会ニ

（太陽が丘）

リハーサル国体・ソフ・トボール

ノ（太陽が丘）

リハーサル国体・水泳

（太陽が丘）

第21回市民総体総合開会式

，（太陽が丘）

海邦国体夏季大会

（沖繩県）

第6回市民スポーツまつＩ）＼

（太陽が丘・）

第7回高齢者ゲートボール大会

（太陽が丘）

海邦国体秋季大会

（沖繩県）

第9回体振連交流球技大会

（市内小・中学校）

第5回はばたく京都のスポーツ

推進大会（太陽が丘）

リハーサル国体・サッカー

（太陽が丘）

第3回市民綱引き大会（市内中学校）

第20回スポーツ少年団合同初げいこ会

（太陽が丘）

第27回市民スキー教室

（マキノスキ．一場）

体育・スポーツ指導者講習会

レクリエーション指導者養成講習会

第5回宇治川マラソン大会

（太陽が丘）

第7回府民トリムのつどい

（府下各市町村）

昭和62年度・市民スポーツ教室の予定表（費用話無料、申し込も制

）
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